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数学科（数学Ⅱ）学習指導案（ICTを利用した授業実践案） 

指導者  ○○ ○○  

 

１ 日 時 令和 年 月  日（ 曜日）第 限 （   教室で実施） 

２ 学 級  年 組 男子 名 女子 名 合計 名 

３ 学 級 観  

４ 使用教材 数学Ⅱ（数研出版） ４ステップ数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版） 

       タブレット PC、ロイロノート 

５ 単 元 第４章 三角関数 

６ 単元の目標  

  角の概念を一般角まで拡張して、三角関数及び三角関数の加法定理について理解し、それらを事象

の考察に活用できるようにする。 

７ 指導計画（全体２２時間） 

第１節 三角関数     ・・・ １２時間 

  第２節 加法定理      ・・・ １０時間（本時 １／１０時間） 

８ 本時の目標  

    加法定理の証明を理解することができる。 

９ 本時の展開 

 学習内容 学習活動 指導上の留意点・評価 

導
入 

１
０
分 

○前回の内容の復習をする。 ○小テストを各自解答する。 ○ 解答はロイロノートで提出を

する。 

展 

開  

 

３

０

分 

○本時の問題内容を確認する。 

 

 

 

○単位円上の𝑃𝐴2を２通りの方

法で表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２人１組のペアとなり、片方

が２点間の距離の公式を用いて

求め、他方が余弦定理を用いて

表す。 

 

 

 

 

 

 

○以下の証明は、厳密性に欠ける 

ことを明示しておく。 

 

 

 

 

 

＜加法定理＞ cos( 𝛽 − 𝛼) = cos𝛼 cos𝛽 + sin𝛼 sin𝛽 を証明しよう。 
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○△ＡＢＣ＝△ＡＢＤ＋△ＡＤ  

 Ｃであることから加法定理を 

証明する。 

 

 

 

○今回の２つの証明が厳密性に

欠ける部分はどこだったか考

察する。 

 

 

○２人１組のペアとなり、片方

が△ＡＢＤを求め、他方が△Ａ

ＣＤを求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○それぞれが自由に討論してもよ

い。 

ま
と
め 

１
０
分 

○それぞれで厳密性に欠けてい

た部分についてカードを提出

し、どのような解答を作成すれ

ばいいか全体で共有する。 

〇ロイロノートでカードを提出

する。 

 

○図形を用いると限定した角度に

ついてしか用いることができない

ことを確認する。 

 

１０ 本時の評価規準 

学習の目標 評価方法 評価基準 努力を要すると判断さ

れた生徒への対応（c） おおむね満足できる

と判断できる状況

（b） 

十分満足できると

判断する状況

（a） 

加法定理の証明を

理解することがで

きる。 

ロイロノートの記

述により理解でき

ているかを評価す

る。 

加法定理の証明を理

解することができ

る。 

加法定理の証明の

厳密性について考

察し、自分の意見

を述べることがで

きる。 

机間指導の際に、式変

形の仕方を指導する。 

 

１１ 御高評 

 

＜加法定理＞ sin(𝛼 + 𝛽) = sin𝛼 cos𝛽 + cos𝛼 sin 𝛽 を証明しよう。 

 


